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Brp甲 ël,(17'ユ

~く
、ヽ ろ

し レ



|〔計縁年
`塩

予ッタデ打んと

の/狡 1え ていろ.し かに′幻旅行多↓て
r(1及

社爆ヮタれの″めtすかF ιrネすることlみ 潤

なぞ`あソ/ ネたBroOmhead の7La微羊レクテリムデ|■

色彩ヵムネ゙準ヒヶp覧る推
`鷹

とのグ、ァ1に 門髪ユバ`″又くさ

/ノ

維れから口盆れ蕉筋
ょ
7F｀
征鍛羊レタ

■之 旅 し′ 垂 4 COrd・め的ルス角孝冽

れ い ｀み

濱″ヒκ
l■
888)1°は

/ 多1升ヤ(左
幻夕|ラ級‐グ

、ヽ ろが
｀
/

生主

l確タタ1色
…
型主1ま りくでヽノpeevor&Hor,leと

雄ぞそれぞれ口多吼拳筋脅之た計鯰

女誘at口ιんノ
'7ケ
`l角

カヤ経晨がわ』″
`各`':

tま 律ど`幸スロ五遷し動 乙喜啓ムなぃし t

孵|なラムにっ、ヽくの著紳毎七L萩 がな

トカ1色神率をメ栞痺の痕″|

ろ考察もなこれてこた
Moritz(1939,:11) ヵく

｀
テタ免11こ肴

て

く

と
｀`

′
　

ネ

■8)

′　
ム
　
う輌
〔

う

に
　
麻ヽ

が
　
　
　
「　
　
誰

′イ
小
・　
　
　
ヽ
ヽ

19)

呟 tた lt遜 ど
｀
ず /

1h■ をた tて 、ヽろ

.IlitttIE三
11lllF)「ア
ニ
Fa11_1196,I~1ょ

をた斗k口 豊動 の革なる内Bλ鱒集え祭にと

っ て ヽ｀
ろ 。

´タノフみ床力り

丼キ各たた画むICスキす
t′ Mann(■ 994'η

時の幸tい 五麻痺4守 たがう旗 q神後の員を̂.L
―一― ――一― ―一―一―― ―  ′ |



″

このよフ|(秋 口1傷=筋η髪拗ノィ金久フみ|く 関し

漁 向 ノ帝 IEノ 七 た ノ勢1費 0とが 考 た こ れ て こ た

t´ ´μ嘔説 は な く F中■も 駐色費 縫 Л図 手の有

無ド関 tて は稚た論歌が`なこれてきた。
人 わ多 咽 誰 ほ 主 ド Lと ヤヽ ぢ 協 LL岨 颯 惧 飾

バ格これることは異諭

方ス、徐ぞ|さ 口五帆挙筋

と上DB鶏覇ス鮨筋 |ミ言L鰊電れ を設 置すみと≠ !ヽ

′カキ静な支麗Lえが 機 縫 に関 し 十右 卜 1手 鮮 Bい れ

ひ た`い口祖主筋|■ も記録tゎ彙設置lた 。

(う lヽ 闊濠凩島筋∩♭力めるも界ヒtて 生ずろ

鼻じ日腎■開左斑過動の様相 tt'え哺てぃた卑上ノ

久編積動物 ヒt4ム ヰみ7■ノ し卜の鼻 ロヽハi千り得
1(蜘イ求古bこ 考Lら れろ休セ根をη いた、す22)

なわ ち ノ 旦9'・
a tl整

|百ま天′釉 ノ カ1た ぞ`應鼻 岨 腹 丁≡1

Lの商勧確のた′イに|(″ガ′ス・Isん ぃものっ
ノ多孝η tt τ゙ガ象バス t CraⅢ9Vtttebralttwl,ノバ「ノ|ヽ

こく′rk3旅
"り

六4F,7・亀}これイ人ィるとな雀tて

しヽみ。 ちなみ lミ / 大
｀
のよ ラ}こ ?rattgr11史Fa■ilttLl

バoた角なゥろへ 永口aヒレ国Z興 との闊ぞ上下クリ



ヽ

2ノ

な哺臓がなこれ /ヽ トハ阜颯み閉繊のイズ範 と

|ま か嫌ノ畷 bも のと芳えられ る。

%を筋Q口 のキハ |,ぁ た )て は′閉a興嘱L
筋0´ たの7決為 ヽた辛

'こ

ムらの元動電位 在導

入サろため′ tら )〔 迅速な教口五遅■ヵlこ ょフ

てもな筆目た1)こ
とのわ シ`
・
＼理電極 こ爪いた

こ/Ttの デ舜百tよ った 。す偲わち′置枠筋肉内

|■ ら` 、ヽて長こ
`与

IIrm´ のべ泉角撃縛■mm2の 実極

鳳辺に生じた奇 の乗うわ電位 左導ム で
｀
さら 、れ

違熱電極 の設 置にあたソノ殆筋■幌ムtず
｀
こ千

口R■ 内から孵|＼ する方法ぇとったバノiあ え
イ労卜す旬i物 ド」より外務のうi置 をメ種宅心ヒトたぁ目負り

とする筋に庇彙 |ミ 電極 は讀こ ミえた 。

二些萱 望 里 われ 碁 ぞ lま ,ギ¬ヽ2管 __の た蒟 t鼻
b目「■上部円■こ ttめ ノ同 じ 4立 置か ら鳥 蠍 ぜ さ

るよ ぅ 単 翼持 で
｀
控 咀 左杉 ぞ

｀
口 た し ′

SCORlの
ュ

面 tミ 次動 の な ぃ ミ と を確 認 ′t撫 。 神 経 お1舅矢時

の開嶽晨 (逸勧t)な 状たす るため に/各 ll■
4本のキ警 yゃ の鼻咽に白薇左泉験暑に封ガ1し ノ

ホ1衆 ttよ 、て生じ■色積の友ィtと Ltス tた 。



て

　

ろ

‐

一ヽＴ

多Ｃ　　」期“

Z′

通動その■ /1t左 前」亡́ 脅碗く4餞 7奢 |こか

こと1ミ よリノ外神経ホ1寿矢卜よろ斐柳動i
の差長く未ヽ永条4キ と開た真風との関墓2哺ヌ在に

キこキたし得ろニジ今λられンタ。

bに ノロムれな筋/口 盗重筋′上b風 頭牧締

筋の色動斗ズ毎しを自然籠ヒゼ
｀
観暑≧ヒノ し

^も
診た

噺亀図前見とLヒ較枝講すみヽこにより鼻 B` ll

弓員た漿尾島斐ヒ物 のユ 動妄ゃ径 女面白を初 め て朝 らか
|く

しノそた。

→衷議緯果 Fつ ヽヽ て

力負風神 経 ノ七・ 日袖お≧ ,光 たジゃぉ狂の覧 kオ1塀矢

1・ よ り鼻 B邑 に 開盛 囁 i協 か ら 平ヨた"ム 乳 2犠

索 tノ 施 太が`ラ宇矢rぉ 嗜 ろ誘 を噺 放 電 のキ晨ヤ嗜

外筋 とも族 白ノ
‐」
ili‐
DL■ ′北 た朴 〈

`:′

::L申り 矢のりえ|(111:::

バすろことを謎ムた。くの派☆ltLお えユlま ん

計こ剌栽峙のFlb'警魏 素によるこ動量の右

えとスキ` しノミミ|ミ 筋覧図右えとFi'9F199Pe斉

んとの一至久点と意驀める o

費 総 支
醜 に関 ヽ(臨赤 上の論 議 の的 とな フ



23

た嫁口Zみ痺と%絢計″麻婢とη闊墓性にヮ

い て1ま ノ輛 工 のよ うな和対 す ろ象 七 バ えられ

ろ°す なわ ちノ里 里 里 I里lぐ 内 耳並歯 ノ虎 角神

征 嗜 内 ざのデケ:L伯ジネ|}経 薄宅イ″1く 薇 夜シ;こ|このサフ町

イζll卜 お ヽヽ て も軟 日1::_風

と tι 、ヽろ 。´ブノ型望

み 穐神経 不か麻痺夕|ぞ 康 れ日管|の 専k口 笙多くち

たこえ`あノよた呻耳たの

“

左地キiミ たIん tトネ群

1ヽ生み 角費後 ホ痺 の中で
｀
醸諄奮軟 口h麻 号の徹 た

と吉ためて、ヽろ。 tか し′ヱ常|11マダもヽ豊電Lが
ヽ

ど
｀
ちらか一ヵlミ イ簿位 tて ヽヽ ,こ とが`皮々見う

れろitも かかわら1ド ′スた来ぃ気七て`単 lく 口主

■の協位だけで`欺b主藤痺と物/1T lて いうも

のもんられ′軟■五ホ長∩診町 1ミ 系ヽ
~に 色欠

、ヽてヽ ろ`もネ宅ガ久で`のメォが″1ガ笑考Л蜂,日にι
勿状 鮨 左乳う と/鷹砲補緯オキ漱峙は■・風社

`左
ノとこスキ組 キヽ漱峙にしt専気t(遵動量は B員 ら人
|■ ノケこノ:角修1″ ljス′タセ″1ぞ も件ど`わた闊力玖〆|す 2

らん、ヽミとが`考ん条これた、ヒトびttめ 影吻
打能〆ネたスと1司考え のιハとイスたするとノ



Z/

ふ 角尋 熟た時 与 卜 ょ ろ最
B主 鷺 岳 は十 b目 持 経 て

ん たメイ

`狂
“
峰 Z ICよ う才欠 pa麻 脅 ょ り |ま 朝 タ

体 |｀孝之な麻イ奪ぎあうラと畿、`ミこれろ。/走 フ
て/れ角肴くをお1碧実峙の長夕動、L^由 から漱 B辻
魚itえ 巣すT能性ιぁ ソ′款 、とふiと 力λ
亀神経ふ長 |の 現↓ tヽに 関 すろ両たのオ竹は

説ヨl虫 来ろ。

本家燕議ミ∩誘オきヽ翻寅回熟見と豊壺ア   1り
らあ各キ晃刊学Ъリテπたとをメドt考 乙ろ とノη遷≧申陀

挙筋 ノ ロ豊垂 均 ′上 Lヽ ■収泌ヽ協 aこ動神 経 夫
配 は ′t咽 識経 と七 人数 紙 を

｀

・
ク以 これ る咽 嗅

な 経 畿 か らのこ動 峯繁維 と舟襲衝神 経 也来の こ動

`泉

4色 l・ より 女画ことミ t市 ノ 万か 17上 rdOublq
ニュュ,wationlと 芳んら九み じ

そこで問処は力興角神往が ど`のような金路で`

阜b国に躁以間ぜL協 にころがゼ
｀
ある。基手t矢チし

下脅ぞ″御′オ生の末消似tイ1な堵lc外%かぅμ_
列久のムプんと多ため為かつ■ ことからノわ 』″閉
滋ス闊之笏 t実所ιする劾御

～

ひ は基7L表 フL左ム
み以約 ICハ炊ヒノ物白糸寸`脅筋久励ιのう々 と颯



イったこ廃 tLろ

解″J場 ぞみ洵ノイ維

魚彩 ,脅 生数ぞ

重豊呈望翌maticus  Iこ

るのと多え シれ

からバん摩iル右れ
`左

Zダ

る oてスの

狂金 ψ する

しハィ仄多たに,れ「t/
Drtner(■ 896)3) は大鮮外ゎ夕¢に

|■ タチれる多′才
`左

の 1翌P'

ホヨ玖ヒ′え吻ネ氣年■力螢ない
277

′ガ′ 墾豊上Jl旦⊇_ノとわ苑ηこをとっている
Fvtamura t■ 906)ガ

|ょレイil駒し娑夕く こ匈メカ約Llざ多雅の

対二年等tた ″′́ つ|ま 'タル後 バ́ム

ろメ揃|〔 すギ|ミ 上物矢爆すに＼ろ過勃
`系

鮮て

ぁ る とヒ/Fo■
ex年 947)7_至lreら (1211主 も妥励 ぶ梁雄 を

か絡も″ ヒ tて ヽヽろ。ノ迄フて′ FttattFerら 1式

//NofaCia■
is 
―
 N.petrosus ma].一  cang・ion

pterygopa■atinum  
一
N.pa■atinum min.      ヽM.uvu■ae

/M・・
e理J堅型型L…  と、ヽ ライ左ル仕た稚 〃ltt

い ろ。 これ F澪 し 1翌2三主主三_t12旦旦1;整堅 12里9fLIま

族 穐神 経 ふ 岳 t芳 げ スR韓心多文′恥 党』 駄 ′水

党薄宅′専択口茎麻昇等のス焦泉殉Lt力黛試した

終昔導L′     ♪!:三pililiS  ~     ChOrda tympani     
 `Gang■ ion

oticum ~N.sphnoida■ is inf.   ―    Nepetrosus ma].

“

″
率

井
Ｔ

「

__…ゝ Ganglion pterygopalatinun｀
―
  N.pa■ atinum mine



‐
0(

といク徽乞■計理するあ胎i孝〃Jtて
ノ 理型可 1972)ltム械 t用 ヾ た 機 'タヒ爽隊 ぞ
tpp'11_と 口多帆ケ笏L´ 闊え性をるたlて ヘヽ

ろψよた上れ月1反彰んでみ約″φのゴわ拘1「二
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DOES THE FAC工 AL NERVE TAKE PART IN THE VELOPHARYNGEAL MOVEMENT?

(EXPERIMENTS■ 工N REESUS MONKEYS L

」UNTARO NISH■ 0

The ■st Dept◆  Of ora■  and Max■■■ofac■ a■ surgery′

Osaka University Denta■  schoo■ ′ osaka′  」apan

The purpose of this studies ■s to c■ ar■fy the motor nerves

which supp■y to the ve■opharyngea■ musc■ es and the patterns

of the ve■opharyngea■ movement.

Exper■ments were performed with anesthetized rhesus ttonkeyS′

then the evoked EMG were ana■ yzed′  using stimu■ atiOn technique

to the cran■ a■ nerves′  in m.■evator ve■ i pa■atini′ m.uvu■ ae′

and meconstr■ ctor pharyngis supo which seem to cOntr■bute

the ve■ opharyngea■ c■ Osureo And the patterns of the ve■ o―

pharyngea■ movelnent were observed wュ th the nasopharyngea■

fiberscope inserted the upper pharynx through nOstri■ e Some

of resu■ ts were as fO■ ■Ows.

■。 So―ca■■ed M―wave ■n the evoked EMC was recogn■ zed in

se■ected three mus■ es ■n stimu■ation to the fac■a■ nerve′

the g■ossopharyngea■ nerver and the vagus nerve except

・thel)accessory nerve.

2. Tossed movement gathered from a■ ■ the wa■■ Of the ve■ o―

pharynx were observed in stimu■ ation to the g■ ossopharymgea■

nerve and the vagus nerve′  whi■e the ve■ opharynx was c■ osed in

a p■ane sursace at the upper part Of nasOpharynx in stimu■ ation

to the fac■ a■ nerve.



3. The ve■ opharyngea■ movement was more active in stimu■ation

to the vagus nerve′ the g■ossopharyngea■  nerve′  and the fac■ a■

nerve ■n this ordere

This studies revea■ ed that the fac■ a■ nerve was the most

■Inportant motor nerves which take part in the ve■ opharyngea■

c■osure.
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